
フィリピンマニラ旅行記  

  

 「 研修生獲得のための実地試験の見学 」  

２０１７年 ２月２３日（木） マニラ  

 昭和 53 年卒 黒沼 良彰  
  

 今回は、グリーンブリッジ協同組合様の御紹介で、現在日本で不足している技

能者獲得の様子を見学させて頂きました。  
  
日本からはフィリピンに行くと治安面・病気面等でいろいろなリスクを言われています

が、現地に行って、まんざら間違いでないと言えるほど怖い場所もありました。  
夜の一人歩きは厳禁、タクシーもホテルのタクシーを使い一般のタクシーは使わない。  
クリスチャンの国で給料が安いのに子供を堕ろせないので、どんどん増え、可哀そうな

子供がいっぱいいる。  
しかし「マネー マネー」と来ても決してお金をあげてはいけない、ドアも開けて来る

ので必ずロックする。  
道路工事はやりたい放題で、日本では考えられないくらいメチャクチャな現場が多数あ

ります。  
道路では、運転がうまいのか要領のいいのかわからないが早い者勝ちで、不慣れな日本

人は運転出来ないような、とんでもない交通事情です。  
また、免許も教習所等無く、金のある人は免許を買うなど、日本では考えられない状況

です。  
  
今回はマニラで技能系職種の研修生獲得の模様を紹介いたします。（次ページ以下）  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
 
 



真剣な表情で、研修生７０名が礼儀正しく我々を迎えてくれます。  
皆さん頑張って下さい。  

  
   

今回、私はグリーンブリッジ協同組合のメンバーとして参加いたしました。  

  

  
  
  
  
 



いよいよ実地試験前のミーティングがスタートしました。  
試験を受ける側も、研修生を引受ける側も真剣です。  

  

  
   
ここで実習生のバイオデータを紹介します。  

自己申告ですので、かなりいい加減なデータです。 身長はやや高めに、体重は少な目に報告されてい

ます。また既婚・独身もでたらめで、基本お金がないため子供が出来ても結婚すらできない状態です。  

 

 
 



実地試験はまず挨拶からスタート 「みなさん、礼、どうぞよろしくおねがいします」  

  

  
   

いよいよ実地試験開始です。３０Ｋｇの土嚢袋を担いで場内２周します。  
  

  
  
  
次に２０回の腕立て伏せ、その後 握力測定ですが３０Ｋｇ代から６０Ｋｇまで様々です。 

ちなみに私(黒沼)は４６Ｋｇでした。  



  

  
   

昼から面接試験開始、現地通訳を交えての一問一答、バイオデータがいい加減ですから、面接の一問一

答もどうかな？ 表情はいかにも真剣です。  

本当に日本へ行って３年間頑張れるのか、仕送りしたお金もすぐに使ってしまい結局何もなくなってし

まわないか。  
検査官はその辺を真剣に見ています。また仲間同士仲良くやれるかもチェックポイントです。  

  

  
  
すべて終了し結果待ち、心配そうですね。  



  

  
  

７０名中、正式に日本へ来て仕事をしていただく研修生は１８名、かなり厳しい倍率です。可愛そうな

ことにせっかく決まっても結核等の病気を持っていたり、様々な事情により、日本で受け入れられない

研修生もいるそうです。  

そのため、必ず補欠を取ります。但し、あくまで補欠ですので正規の方に問題なければ補欠は日本へ行

けません。  

こちらでの日当は日本円で１０００円程度、月給はせいぜい２．５万円で、日本へ行けば約１０倍の賃

金を貰えるので合格者は喜びに満ちていました。  

  
  



  


